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１．はじめに 

 要介護高齢者の増加，中でも認知症高齢者の

増加は深刻な問題である．認知症高齢者を対象

として，運動療法を取り入れ，遊びながら症状

の進行を緩和する取り組みがおこなわれている．

とりわけＶＲ技術を利用した試みは，複数感覚

の刺激，臨場感創出，インタラクティブ性を備

えており，導入が期待されている．著者らはＶ

Ｒ技術を用いて，認知症の緩和に加え，身体機

能の賦活を目指した取り組みを続けてきた．本

稿では，下肢筋力と上肢筋力の賦活を目指した

エンタテイメントシステムについて紹介する． 

 

２．下肢筋力と平衡感覚の賦活システム 

 下肢筋力ならびに平衡感覚の低下は，自立歩

行のさまたげ，転倒の危険に関わる重要な問題

である．これらの身体機能を維持するための試

みとして，著者らは自転車ペダル踏み装置（エ

ルゴメータ）とバランス器具を用いた遊びリテ

ーションシステムを提案している[1]．システム

の概要を図１に示す．  

 
図１．下肢筋力・平衡感覚の賦活を狙った 

遊びリテーションシステムの概要 

 

 システムは２人１組で参加するもので，バラ

ンス器具に乗っている人が舵を取り，エルゴメ

ータに乗っている人が加減速をするなどの役割

分担をする．このような協調操作によって，お 

 

 

 

 

 

 

互いに声を掛け合い，相互コミュニケーション

の賦活を図る．また，コンテンツを大画面表示

することによって，周囲で見ている人も積極的

に楽しめるようにする． 

 以上のコンセプトに基づいたプロトタイプが

図２である．バランス器具は可動床がロール方

向に５度程度傾き，角度センサによって傾斜を

測定している．転倒を防止するため，市販の運

動器具のハンドル部分を取り付けている．エル

ゴメータは市販のものを流用し，ペダルの回転

角度を取得できるように改造している．ＰＣで

は各センサの情報に基づいて映像を生成し，コ

ンテンツの制御をおこなう．映像の投影には短

焦点型のプロジェクタを利用し，設置容積を小

さくしている． 

 表示コンテンツは，コース上の障害物を避け

ながら，ゴールを目指すというものである．バ

ランス器具側の利用者は，直進時には平衡を保

ち，障害物を避けるときには重心移動で進行方

向を制御することができる．また，エルゴメー

タ側は直進する速度をコントロールすることが

できる．お互いの連携が必要となるように，障

害物にぶつかると前進できなくしている．  

 

 
図２：下肢筋力・平衡感覚の賦活システムの 

プロトタイプ（左）とコンテンツ（右） 
 

 グループホームに装置を設置したときに気づ

いたことは，機器類の接続や装置の起動が煩雑

で，実際に使用するスタッフへの負担が大きか

ったということである．継続的な利用を目指す

システムとして，わずらわしい手続きを最低限

にとどめる工夫が必要である．一方，利用者側

のコンテンツに対する理解度の個人差が大きい

ことも指摘された．すぐに満ち足りてしまった

り，繰返しバランス機器だけに乗りたがったり

するため，個人の嗜好や認知症の進度，身体機
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能に応じたコンテンツを選択できる仕組みが必

要である．  

 

３．上肢筋力の賦活を目指した装置 

 食事や着替えなどの日常生活を自立的に送る

ためには，上肢筋力の維持が不可欠である．上

肢の運動を促進するための装置として，現在，

インフレータブルを用いた映像ディスプレイを

試作，検討している[2]．インフレータブルとは，

小型ボートや遊具などに利用される空気注入式

の構造物である．インフレータブルの利用によ

って，直接スクリーン面に触ることを可能とし，

上肢の自然な運動を誘発するのが狙いである．

装置の概要を図３に示す．  

 
図３：上肢筋力の賦活を狙った 

インフレータブル装置の概要 

 

 スクリーンに映し出された映像に触ろうとす

るとき，手を差し出せば自然に届くことが重要

である．上肢のリーチゾーンを考慮すると，人

間を中心としたドーム型になるのが望ましい．

またスクリーンが曲面になることは，人間の焦

点調節系にとっても都合がよい．そこで，市販

されている直径約 1300mm のチューブ型のインフ

レータブルを上下に重ね合わせ，曲面を構成す

ることにした．曲面の内側には伸縮性の白い生

地を縫い合わせ，凹凸のないスクリーンとして

いる．映像の表示にはプロジェクタを用い，表

示範囲を大きくするため凸面ミラーに反射させ

て投影している．また，スクリーン面への接触

を検出するため，インフレータブルの周囲に 24

個のマイクロフォンを取り付けている．振動を

音として検出するため，実際には音が出るよう

にスクリーンを叩く必要がある．試作した装置

の外観と投影の様子を図４に示す． 

 装置に適したコンテンツは，自然に手が動い

てしまうようなものが望ましい．近づいてくる

ボールを打ち返すというような，もぐら叩きに

似たコンテンツを試作している． 

 実際に試作や展示を通じてわかったことだが，

接触検出の精度があまり高くないため，何度も

スクリーンを叩かなければ反応しない．このた

め，過激な接触を試みる体験者が多く，よい意

味で運動を促しているといえる．一方，スクリ

ーン面の入り口が低くなっており，入りづらい

という問題も指摘されている．  

 

 
図４：装置の外観（左）と投影時の様子（右） 

 

４．展望 

 下肢筋力と平衡感覚の賦活システムでは，も

っと積極的に身体機能を賦活するために，利用

者の状態に合わせて負荷を段階的に上げる，コ

ンテンツを調整するなどの工夫が考えられる．

現システムは平衡機能と下肢の運動において，

負荷を制御していなかった．負荷制御を実現す

るためには，安全性に対して十分配慮する必要

があり，課題も多い． 

 上肢筋力の賦活システムの利点は，転倒など

の不測の事態においても，空気がクッションの

役割を果たし，ある程度の安全性を確保できる

点である．また，使わないときには空気を抜い

て収納できる．この利点を生かし，実際にグル

ープホームでの評価をおこなっていきたい．  
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